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愛知県立大学 TA・SA・RA 規程 

（趣旨） 

第 1 条 この規程は、愛知県立大学（以下「本学」という。）におけるティーチング・アシスタン

ト（以下「TA」という。）、スチューデント・アシスタント（以下「SA」という。）及びリサーチ・

アシスタント（以下「RA」という。）について、必要な事項を定める。 

 

(目的) 

第２条 TA 及び SA 並びに RA は、次の各号に定める目的のために置くものとする。 

（１）TA 本学に在籍する優秀な博士課程の学生（以下「院生」という。）に、教育的配慮の下に

博士前期課程及び学士課程の学生（以下「学部生」という。）に対して行われる授業の教育補助業

務を行わせることにより、大学教育の充実と教育訓練の機会提供を図るとともに、院生の処遇改

善に資すること。 

（２）SA 本学に在籍する学部生に授業の教育補助業務を行わせることにより、大学教育の充実

を図ること。 

（３）RA 本学が行う研究プロジェクトなどに本学に在籍する博士後期課程の学生（同課程修了

（単位修得満期退学者を含む）後 3年以内の者を含む。）を研究補助者として参画させ、研究遂行

能力の育成、研究体制の充実を図るとともに、院生の処遇改善に資すること。 

 

(業務) 

第３条 TA 及び SA は、本学の教員が院生または学部生に対して行う授業（実習、実験及び演習を

含む。）を補助する業務に従事するものとし、シラバス作成、試験問題やレポート課題の作成、成

績評価（試験やレポートの採点、教育支援システムへの成績入力など）その他本学の教員が自ら

の職責で行うべき業務、本学における教育とは無関係な業務及び契約上の労働時間を超えて行わ

ざるを得ない業務を行わせてはならない。 

２ RA は、本学の教員が行う研究活動を補助する業務に従事するものとし、研究計画の立案、論

文の主要な部分の執筆その他教員が研究者としての責務として自ら行うべき業務、本学における

研究とは無関係な業務及び契約上の労働時間を超えて行わざるを得ない業務を行わせてはならな

い。 

３ TA 及び SA 並びに RA には、学外（自宅等）での業務を行わせてはならない。ただし、学外実

習等の補助において学外での勤務が発生する場合はこの限りではないが、その場合は予め通勤手

当規程の定めに従い必要書類等を添えて、第４条に定める選考及び任用を行うものとする。 

 

(選考及び任用) 

第４条 本学の教員は、本学の学部生あるいは院生を、SA もしくは TA又は RA として用いる場合

は、当該学生の所属する部局の長に、TA・SA・RA 雇用申請書（様式１）を提出しなければならな

い。 

２ 各部局の長は、TA・SA・RA 雇用申請書の提出を受けた時は、部局の決定機関（教授会または

研究科会議）でその採用の可否を諮り、その結果を理事長に報告しなければならない。 
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３ 理事長は、前項の採用を可とする報告を受けた時は、TAもしくは SA又は RA の労働条件を定

め、その者と雇用契約を締結するものとする。 

４ この規程に定めがあるもののほか、TA 及び SA 並びに RA の任用については、愛知県公立大学

法人契約職員就業規則の定めるところによる。 

 

(任期及び労働時間) 

第５条 TA 及び SA並びに RAの任期は１年以内とする。ただし、改めて採用することを妨げない。 

２ TA 及び SA 並びに RA の労働時間は１月あたり 40 時間、1 年あたり 200 時間を超えないものと

し、午後 10 時から翌日午前５時までの間は業務に従事させてはならない。一人の学生が TA 及び

RA の両方を兼ねる場合又は複数の教員に係る業務を兼ねて行う場合も同様とする。 

 

（給料等）  

第６条 TA 及び SA 並びに RA の給料は、次の各号に定める額とする。 

（１）TA 及び SA の給料は、愛知県公立大学法人契約職員就業規則に定める時間給単価により支

給する。 

（２）RA の給料は、別途、愛知県立大学研究推進委員会の協議で定める時間給単価により支給す

る。 

 

(業務実績報告) 

第７条 各部局の長は、TA 及び SA 並びに RA が適切に任用されているかを、部局内に設置する予

算委員会等で確認するものとする。 

２ 前項で規定する予算委員会等の長は、TA及び SA 並びに RA の雇用期間終了後、業務実績報告

書（様式２）の提出を求めるものとする。業務実績報告は、様式２にある項目を具備していれば

任意様式での提出を可とする。提出先は学務課とするが、提出のない TA 及び SA 並びに RA には、

部局内に設置する予算委員会等から当該学生に直接督促するものとする。 

３ 前項の規定により業務実績報告書を受理した予算委員会等の長は、その内容を精査して、TA

及び SA 並びに RA の労働状況及び業務内容が適切であるかどうかを確認し、結果を各部局の長に

報告するものとする。 

４ 各部局の長は、前項の結果、TA及び SA 並びに RA の任用状況が適切性に欠くと判断した場合

は、当該学生あるいはこれを使用している教員に対して、適切な指導を行うものとする。 

 

(研修) 

第８条 各部局の長は、TA 及び SA 並びに RA の任用に当たっては、当該学生に適切な研修を受け

させるものとする。 

 

(その他) 

第９条 その他 TA 及び SA 並びに RA について必要な事項は、別に定める。 
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附 則 

（施行期日） 

１ この規程は、令和６年４月１日から施行する。 

 

（要領の廃止） 

２ 愛知県立大学ティーチング・アシスタント等に関する実施要領は、令和６年３月３１日をも

って廃止する。 

 

 



曜日 時限

学籍番号

学籍番号

学籍番号

学籍番号

（授業内） （授業内）

※時間合計数は必ず入力してください。未入力の場合、申請額が正しく表示されません。 合計時間 0

その他（以下に具体的にご記入ください）試験監督の補助(TAのみ)

（様式１）

提出日　　　　年　　　月　　　日

学外授業・フィールドワーク等の指導補助
（交通費が発生する場合は、必要に応じて「通勤届」を提出）

ＴＡ・ＳＡ・RA雇用申請書

その他

雇用予定者３

学部・学科
研究科

雇用予定者１

（授業外）
月 日 合計

従事時間

雇用区分
（プルダウンから選択）

教材や資料の印刷・運搬・配布

出欠確認

授業内での単純補助作業・質問対応

雇用予定者４

↑自動計算されます

担当教員氏名

申請合計金額

学生氏名

学生氏名

学生氏名

学生氏名

月 日
（授業外）

従事時間
合計

【教員記入】

従
事
業
務
内
容

前期/後期
（プルダウンから選択）

授業科目名

雇用予定者２

ＰＣ・プロジェクター等AV機器類の操作

授業内でのPCやプロジェクター等AV機器類の操作

レポートの回収・提出確認

授業内での実習・実験・グループワークの指導補助

演習等における受講生への助言、質問対応

教材や資料の作成補助

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

時間

⑤-702



時限

合計 0 0

合計

教材や資料の作成補助

教材や資料の印刷・運搬・配布

出欠確認

授業内での単純補助作業・質問対応

演習等における受講生への助言、質問対応

学部・学科
研究科

ＴＡ・ＳＡ・RA業務報告書

月 日

従
事
業
務
内
容

提出日　　　　年　　　月　　　日

前期/後期
（プルダウンから選択）

ＰＣ・プロジェクター等AV機器類の操作

授業内でのPCやプロジェクター等AV機器類の操作

レポートの回収・提出確認

授業内での実習・実験・グループワークの指導補助

授業科目名
曜日

（様式２）

（担当授業以外）（担当授業内）

【SA・TA・RA記入】

学籍番号

雇用区分
（プルダウンから選択）

授業外の場合
日時・場所等

氏名

学外授業・フィールドワーク等の指導補助
（交通費が発生する場合は、必要に応じて「通勤届」を提出）

従事時間

0

その他

業務内容
※その他の場合のみ、記載してください。

試験監督の補助(TAのみ) その他（以下に具体的にご記入ください）

曜日

時間 時間 時間

時間 時間 時間

時間 時間 時間

時間 時間 時間

時間 時間 時間

時間 時間 時間

時間 時間 時間

時間 時間 時間

時間 時間 時間

時間 時間 時間

時間 時間 時間

時間 時間 時間

時間 時間 時間

時間 時間 時間

時間 時間 時間
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